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「失われた息子」 
（ルカによる福音書15:11-32） 

司祭ヨセフ太田信三 

 「放蕩息子」のたとえは、直前の「失われた羊のたとえ」「失われた銀貨のた

とえ」と合わせて「失われた三部作」の一つと言われます。ですから、日本語で

は「放蕩息子」というタイトルで親しまれていますが、「失われた息子」という

方が、内容を良く表しています。 

 今日の旧約聖書では、神がかつて海を割いたように、ヨルダン川を乾かせ、民

を渡らせた出来事が記されています。そこには、ダイナミックな神の姿がありま

す。しかし、「失われた」三部作には、たったひとつの小さな命を大切にされる

神の姿が表されています。海を割る力を持つ神は、たった一匹の羊を探し出す神

でもあるのです。 

 父は、失われていた次男の姿を遠くに見つけるや否や駆け寄ります。そして、

抱きしめ、「雇い人の一人にしてください」という謝罪の言葉すら最後まで言わ

せぬうちに、最上の服と指輪とサンダルを用意させ、宴会を開きます。なんと寛

容な父でしょうか。そして、次男にとってはなんと都合の良い話でしょうか。し

かし、これがわたしたちの神なのです。神はたった一人の命が失われることも望

まず、人間の目には不平等に思えることであったとしても、赦しと恵みをくださ

るのです。 

 このたとえを聞くと、息子の罪が「放蕩」にあったと考えがちです。なぜな

ら、わたしたちは、たとえば法律のような絶対的な「規範」「基準」を共有して

生きており、そこから外れたものを罪人と考えるからです。この視点で見ると、

「兄」はたしかに罪人ではありません。しかし、兄は父の指示、つまり「規範」

は守ってはいても、心はどうだったでしょうか。弟に嫉妬する姿からは、彼は我

慢しながら父のもとにとどまっていたことが伝わってきます。つまり兄もまた、

父との積極的な交わりに生きていなかった点では、弟と同じだったのです。聖書

の罪は、神との交わり、関係から離れることです。兄は弟が帰ってきて、父から

赦しと恵みを受けたことが許せませんでした。父との本当の意味での交わり、関

係に生きていなかったからです。そうであったなら、彼は父と同じように弟を赦

し、共に喜ぶ事ができたことでしょう。嫉妬する兄の気持ちは痛いほど分かりま

す。しかし、兄もまた、父との交わりに生きていなかったという点では、弟と同

じように悔い改めが必要なのです。 

 神と他者との愛の交わりに根ざしてこそ、わたしたちの行いは正しいものとさ

れます。失われていた息子が戻った時に駆け寄って迎えてくださる父は、ふてく

される兄を諭す父でもあります。この父なる神との交わりにおいてこそ、真の

愛、尽きぬ糧に与ります。 


